


感   度

lμV以下 (S/N10dB)

選 択 度

015,1.2,2.5,4KC(4段 )

6dB減衰帯域幅

安 定 度

lKC以 下 (周波数変化 )

始動時

電源電圧変動10%

格規

バ ン ド   同調範囲

3.5M C  3.4～ 4.OM C

7.OM C  7.0～ 7.6M C

14.OM C 14.0～ 14.6M C

21.OM C 21.0～ 21.6M C

28.OM C 28.0～ 28.6M C

28.5M C 28.5～ 29.lM C

29.lM C 29.1～ 29.7M C
(ク リス タルの追加 に

よって)

球   数

11球 2シ リコンダイオー ド

110/115V,50～ 60%,50VA

寸   法

3851nm (幅 )

185mm (高 )足別

255mm(奥行 )

重    量

1l kg

受 信 周 波 数 範 囲

追カロバ ン ド
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同調範囲

(600K C)
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高  感  度 (H:gh Sen31'IV:,y)
高性能受信管 と高 Q同調回路の採用で,感度 は著 しくあが

り,S/N10dBで 入力が lμV以下 という優秀 さで,電信の受

信状態に至 らてはさらに良好 で,0.5μ V以下であ ります .

高 選 択 度 (High Selec,ivily)
3.5M C帯 は ダブル スーパ ,そ れ以上は トリブル スー
パの構成 になってお り,55kcの 第 3中間周波段 でLC 4段の

可変帯域 フィルタを採用 していますので,4段階の選択度が

得 られ ,さ らにノッチ  フィルタによって近接の妨害信号
が除去 されますので,如何 なる空中状態に も対応 して完全
な高選択度が得 られるのであ ります .

高 安 定 度 (High S'ablll,y)
最 も周波数変動の生 じ易 い第 1局部発振は ,水晶制御 (ク リ

ネタル・ コン トロール )を 採用 して安定 させ ,さ らに第 2,
第 3の 局部発振にも特に留意 した安定な回路 を使用 してい

ますので,極めて安定でスィッチ を入れてからの周波数変

化 も,電源電圧±10%の変化による周波数変化 も,と もに 1

kc以下におさえられてお ります。

前 面 パ ネ ル 明 絡
主 同 調 ツ マ ミ ロ盛板 は直結バーニャで l kcの 直読可能
バン ドスィッチ ハム 7バ ン ド,追加 5バ ン ドの切替用
プリ セレクタ 高周波の単独精密同調による利得の保持
RF ゲ イ ン 高周波部 と中FH5周波部の入力調整用
AF ゲ イ ン 低周波部の出力音量調整用
選 択 度 切 替 通過帯域幅の 4段選択切替用
ノ ッ チ 調 整 近接妨害信号の減衰用ツマ ミ
ファンクション AM受 信 ,SSB/cw受 信 ,ス タンバイ等切替
BFO調 整 CW受 信時のビッチコン トロール とSS

B受信時のキャリヤ位置の調整用
AVC切 替 AVCの 時定数選択 と手動調整への切替用
キャ リブレータ 周波数較正発振器 (100kc水品発振器 )の

接・断用
ANLス ィッチ 自動雑音制限回路の挿入 スィッチ
S メ ー タ 入力信号強度の指示 メータ,50μ V入力 を

Sつ とし,受信機雑音 レベルをS-1と し,

S-9以上1は dB目 盛 で+60dBま で直読可能
他 にフォン・ ジヤ ック及電源 スィッチ
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